
No.465
平成28年

　　　　　　　編集・発行
奈良県農業会議（奈良市登大路町・県庁内）
     TEL 0742-22-1101（内線5623～9）
     FAX 0742-24-8576

トピッ
クス

トピッ
クス

奈
良
県
農
業
会
議

「
第
60
回
奈
良
県
農
業
委
員
大
会
」を
盛
大
に
開
催

「
改
正
農
業
委
員
会
法
に
基
づ
く

組
織
体
制
整
備
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
」
を
大
西
副
会
長
か

ら
。
第
２
号
議
案
「
農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
決
議
」
を
𠮷
村
常
設
審
議
委

員
か
ら
。
第
３
号
議
案
「
農
業
者

年
金
の
新
規
加
入
者
確
保
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
を
松
村

常
設
審
議
委
員
か
ら
。
第
４
号
議

案
「
『
情
報
提
供
活
動
』
の
強
化

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
を

水
井
常
設
審
議
委
員
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の

決
議
を
満
場
一
致
で
決
議
し
た
ほ

か
、
堀
川
常
設
審
議
委
員
か
ら
大

会
宣
言
の
説
明
が
さ
れ
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

決
議
終
了
後
に
は
、
東
京
農
工

大
学
名
誉
教
授
の
淵
野
雄
二
郎
氏

を
講
師
に
む
か
え
「
新
た
な
農
業

委
員
会
に
期
待
す
る
こ
と
」
と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
「
こ
れ
か
ら

の
農
地
行
政
に
お
い
て
、
地
域
代

表
者
と
し
て
の
農
業
委
員
や
推
進

委
員
で
あ
っ
た
り
、
遊
休
農
地
対

策
の
推
進
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
も
連
携
し
た
農
地
活
用
の
促
進

な
ど
、
農
業
委
員
会
の
役
割
が
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業

委
員
会
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
農
業
会
議
（
増
井
勲
会
長
・

写
真
）
は
、
平
成
28
年
10
月
26

日
、
田
原
本
町
の
「
弥
生
の
里

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
奈
良
県
な

ら
び
に
近
畿
農
政
局
、
県
議
会
か

ら
の
来
賓
を
は
じ
め
農
業
委
員
等

関
係
者
約
６
５
０
名
の
出
席
を
得

て
、
「
第
60
回
奈
良
県
農
業
委
員

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
現
場
の
声
を
農

政
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
関
係

団
体
並
び
に
機
関
と
の
連
携
に
基

づ
く
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

を
図
り
、
あ
る
べ
き
農
業
･
農
村

の
実
現
に
向
け
、
県
下
農
業
委
員

会
組
織
の
関
係
者
一
同
の
意
思
統

一
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
増
井
会
長
は
「
増

大
す
る
業
務
を
的
確
に
実
施
で
き

る
十
分
な
委
員
数
の
確
保
が
重
要
で

す
。
特
に
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
に
関
し
て
は
、
農
地
の
現

状
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
行
う

『
利
用
状
況
調
査
』
と
、
遊
休
農
地

の
所
有
者
等
の
活
用
意
向
を
聞
き

取
る
『
利
用
意
向
調
査
』
を
的
確
に

実
施
し
、
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
『
な

ら
担
い
手
･
農
地
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
』
に
伝
え
る
な
ど
、
農
業
委
員

会
と
中
間
機
構
の
双
方
が
有
機
的
に

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

中
出
副
会
長
が
議
長
を
つ
と
め

議
事
が
進
め
ら
れ
、
第
１
号
議
案
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将
来
農
業
の
担
い
手
に
な
り
う

る
農
業
研
修
生
や
新
規
就
農
者
等

に
対
し
、
安
定
的
な
農
業
経
営
に

必
要
な
能
力
を
習
得
し
て
も
ら
う

た
め
、
奈
良
県
と
県
農
業
会
議
は

「
平
成
28
年
度
農
業
簿
記
講
習

会
」
を
、
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創

造
国
際
大
学
校
池
之
内
校
舎
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
で
は
、
基
礎
講
座

２
回
と
実
践
講
座
（
パ
ソ
コ
ン
講

座
）
を
連
続
講
座
と
し
て
行
い
ま

す
。
各
回
２
日
ず
つ
行
い
、
参
加

者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
受
講
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

基
礎
講
座
第
１
回
は
、
12
月
14

日
と
15
日
に
開
催
し
、
農
業
簿
記

と
は
何
か
や
複
式
簿
記
の
記
入

ル
ー
ル
な
ど
複
式
簿
記
の
基
礎
が

わ
か
る
内
容
で
し
た
。
基
礎
講
座

た
女
性
農
委
の
会
会
長
の
４
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
実
践
活
動
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
の
柚
木
茂
夫

事
務
局
長
の
進
行
の
も
と
、
新

生
・
農
委
会
に
求
め
ら
れ
る
取
り

　

平
成
28
年
12
月
１
日
（
木
）
東

京
都
港
区
の
「
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
全

国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
農
業

会
議
所
の
主
催
に
よ
り
、
全
国
の

市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
な
ら
び

に
都
道
府
県
農
業
会
議
役
職
員
等

約
１
５
０
０
人
が
集
い
、
本
県
か

ら
も
19
市
町
村
か
ら
農
業
委
員
会

長
ほ
か
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
全
国
農
業
会
議
所
の
二

田
孝
治
会
長
は
、
「
わ
が
国
産

業
、
と
り
わ
け
中
山
間
地
域
農
業

は
、
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い

る
。
農
業
者
が
夢
と
誇
り
を
も
っ

て
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境
と
基

盤
を
早
急
に
作
り
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
農
業
委
員
会
組

織
は
、
農
地
の
面
的
集
積
な
ど
農

地
利
用
の
最
適
化
を
進
め
、
担
い

手
の
経
営
体
質
強
化
に
全
力
で
取

り
組
む
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

開
催
内
容
は
、
第
１
部
の
パ
ネ

ル
討
議
で
「
農
地
利
用
の
最
適
化

を
加
速
さ
せ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に

岩
手
県
北
上
市
農
委
会
事
務
局
長

と
栃
木
県
栃
木
市
農
委
会
長
、
福

岡
県
糸
島
市
農
委
会
長
、
に
い
が

平
成
28
年
度

「
農
業
簿
記
講
習
会
」を
開
催

第
２
回
は
、
19
日
と
20
日
に
開
催

し
、
第
１
回
を
踏
ま
え
て
決
算
書

の
作
成
に
取
り
組
む
内
容
で
し

た
。  

  

各
回
に
は
、
農
業
経
営
改
善
の

た
め
農
業
簿
記
を
修
得
し
よ
う
と

す
る
者
や
新
規
就
農
者
及
び
新
規

就
農
に
向
け
て
研
修
を
し
て
い
る

者
、
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国

際
大
学
校
で
研
修
を
受
け
て
い
る

者
な
ど
約
40
名
が
参
加
し
、
講
師

の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

実
践
講
座
（
パ
ソ
コ
ン
講
座
）

は
、
１
月
12
日
と
19
日
に
開
催

し
、
基
礎
講
座
か
ら
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
を

使
い
、
取
引
の
入
力
な
ど
を
行
う

内
容
で
す
。

平
成
28
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
が
開
催

　

〜
農
地
利
用
の
最
適
化
加
速
に
全
力
で
取
り
組
む
〜

組
み
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
何

が
必
要
か
、
東
京
大
学
大
学
院
の

安
藤
光
義
教
授
、
秋
田
県
農
業
公

社
（
秋
田
県
農
地
中
間
管
理
機

構
）
の
三
浦
庄
助
理
事
長
の
助
言

を
交
え
な
が
ら
、
課
題
や
対
応
策

を
掘
り
下
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
集
会
で
は
「
『
農

地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
』
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
「
『
情

報
提
供
活
動
』
の
一
層
の
強
化
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
の
２

つ
の
申
し
合
わ
せ
決
議
と
、
「
農

地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
施
策
推

進
に
関
す
る
要
請
決
議
」
の
要
請
決

議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
、
集
会
に
参
加
し

た
県
下
市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
を
中

心
に
、
県
選
出
国
会
議
員
の
代
議
士
へ

要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
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県
農
業
会
議
（
増
井
勲
会
長
）

は
、
平
成
28
年
12
月
13
日
、
橿

原
市
城
殿
町
「
大
和
平
野
土
地
改

良
区
」
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度

第
３
回
農
業
委
員
会
業
務
担
当
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に

は
、
各
市
町
村
農
業
委
員
会
事
務

局
職
員
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
、
近
畿
農
政
局
奈

良
支
局
か
ら
「
農
地
等
の
利
用
の

　

農
業
会
議
（
増
井
勲
会
長
）
は
、

平
成
28
年
11
月
１
日
、
桜
井
市

の
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
大
和
路
」
に
お

い
て
、
女
性
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
は
じ
め

県
関
係
者
な
ど
25
名
の
出
席
を
得

て
、「
女
性
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
交
流
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
全
国
農
業
会
議

所
に
よ
る
「
女
性
農
業
委
員
・
推

進
委
員
の
現
状
と
今
後
の
活
動
推

進
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

研
修
が
行
わ
れ
、
女
性
の
口
コ
ミ

で
農
業
者
年
金
の
新
規
加
入
者
が

平
成
28
年
度
第
２
回「
日
本
農
業
技
術

検
定
」が
実
施
さ
れ
る

記
録
的
に
増
加
し
た
群
馬
県
の
事

例
や
滋
賀
県
東
近
江
市
農
業
委
員

会
女
性
部
会
の
食
育
の
取
り
組
み

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
他
県
・
市
の

活
動
を
知
り
、
も
っ
と
勉
強
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
や
「
女

性
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
大

切
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
、
他
府
県
と
の
交
流
や
情

報
交
換
の
場
と
し
て
組
織
設
立
の

機
運
が
高
ま
る
な
か
、
県
組
織
の

発
足
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
る

と
、
出
席
者
全
員
が
賛
同
し
、「
な

ら
農
業
委
員
会
女
性
委
員
の
会
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

初
代
会
長
に
は
、
御
所
市
の
壷

井
和
子
さ
ん
（
御
所
市
農
業
委
員

会
長
）、
副
会
長
に
は
、
高
取
町

の
明
見
美
代
子
さ
ん
（
高
取
町
農

業
委
員
会
副
会
長
）
と
河
合
町
の

山
下
理
恵
子
さ
ん
（
河
合
町
農
業

委
員
）
が
就
任
し
、
県
下
17
市
町

村
27
人
の
女
性
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

 
「
な
ら
農
業
委
員
会
女
性
委
員
の
会
」が
発
足
！

　
 

女
性
委
員
交
流
研
修
会
で

最
適
化
の
推
進
活
動
」
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県

担
い
手
・
農
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

農
地
調
整
係
か
ら
「
農
地
法
に
係

る
事
務
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
、

今
年
度
改
訂
し
た
農
地
転
用
等
関

係
事
務
指
針
を
資
料
と
し
て
変
更

点
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

  
午
後
か
ら
は
、
「
農
地
情
報
公

開
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
全
国
農

　

平
成
28
年
度
の
第
２
回
「
日
本

農
業
技
術
検
定
」
が
、
12
月
10
日

（
土
）
に
桜
井
市
河
西
「
桜
井
市
立

図
書
館
」
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
検
定
は
、
農
業
に
つ
い
て

の
知
識
・
技
能
の
水
準
を
客
観
的

に
評
価
し
、
教
育
研
修
の
効
果
を

高
め
る
事
を
目
的
に
日
本
農
業
技

術
検
定
協
会
（
事
務
局
：
全
国
農

業
会
議
所
）
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
業
を
担
う
人
材
の
育

成
・
確
保
に
欠
か
せ
な
い
検
定
と

し
て
関
係
機
関
か
ら
注
目
さ
れ
、

入
試
で
優
遇
す
る
農
業
大
学
校
・

農
業
系
大
学
や
優
先
採
用
す
る
農

業
法
人
が
あ
る
な
ど
受
験
メ
リ
ッ

ト
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

  

今
回
は
20
人
か
ら
申
し
込
み
が

あ
り
、
１
級
は
一
般
が
３
人
、

２
級
は
３
人
（
う
ち
一
般
が
２

人
）
、
３
級
は
14
人
（
う
ち
一
般

が
１
人
）
で
す
。
当
日
は
、
２
級

受
験
予
定
の
１
人
が
欠
席
し
、
計

19
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
第
３
回
農
業
委
員
会

業
務
担
当
者
会
議
を
開
催

業
会
議
所
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
利
用
申
請
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
農
地
台
帳

デ
ー
タ
の
変
換
・
移
行
作
業
に
つ

い
て
は
、
フ
ェ
ー
ズ
２
推
進
共
同

事
業
体
の
株
式
会
社
パ
ス
コ
か
ら

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
移
行

の
準
備
が
整
っ
た
農
業
委
員
会

は
、
既
存
台
帳
か
ら
移
行
デ
ー
タ

を
出
力
し
、
専
用
回
線
で
変
換
業

者
に
送
付
。
エ
ラ
ー
な
ど
を
修
正

し
た
後
、
農
業
委
員
会
専
用
の
領

域
に
移
行
さ
せ
、
農
地
台
帳
シ
ス

テ
ム
の
全
国
一
元
化
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

就
任
の
あ
い
さ
つ
で
壷
井
会
長

は
「
微
力
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
、

女
性
委
員
の
活
動
が
活
発
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
県
内
で
研
修
会
を
行

う
ほ
か
、
例
年
11
月
の
東
海
・
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修

会
（
来
年
度
は
滋
賀
県
で
開
催
）

や
３
月
の
女
性
農
業
委
員
活
動
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
参
加
し

て
い
く
予
定
で
す
。　
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農
業
会
議
だ
よ
り

●
農
業
者
年
金
加
入
推
進
事
例
集
v
o
l
.
９

  

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
事
例
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　

加
入
推
進
部
長
を
は
じ
め
、
農
業
委
員
会
組
織
や
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
が
語
る
農
業
者
年
金
の
魅

力
、
加
入
推
進
に
対
す
る
思
い
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま

た
、
年
金
で
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
受
給
者
が
感
じ
る
年

金
の
魅
力
や
喜
び
の
声
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
関
係
者
、
加
入
推
進
部
長
、
Ｊ
Ａ
関
係

者
等
に
活
用
し
て
ほ
し
い
一
冊
で
す
。

･･････････････････････････････････

７
２
０
円

●
新
・
農
地
の
法
律
が
わ
か
る
百
問
百
答　

改
訂
２
版

　

農
地
法
、
基
盤
法
、
農
地
中
間
管
理
法
等
、
農
地
に

関
わ
る
法
律
制
度
ご
と
に
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。
改
訂
２
版
で
は
、
平
成
27
年
の
農
地
法
、
農

委
法
等
の
改
正
を
踏
ま
え
る
な
ど
最
新
の
制
度
に
対
応

し
た
ほ
か
、
遊
休
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

強
化
や
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
、
農
地
中

間
管
理
機
構
に
関
す
る
設
問
も
新
設
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
ほ
か
、

関
係
部
局
の
皆
さ
ん
に
も
お
勧
め
で
す
。

･･････････････････････････････

２
，
３
０
０
円

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

１
月
６
日
・
常
設
審
議
委
員
会

１
月
28
日
・
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア

２
月
２
日
・
常
設
審
議
委
員
会

２
月
27
日
・
奈
良
県
農
業
会
議
理
事
会

３
月
２
日
・
常
設
審
議
委
員
会

３
月
9
日
・
女
性
農
業
委
員
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

奈
良
市
農
業
委
員
会
長大

西　

崇
夫

　

本
市
の
農
業
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
坦
地
域
で
は
都
市
近
郊
の
立

地
条
件
を
生
か
し
、
軟
弱
野
菜
・
イ

チ
ゴ
な
ど
多
品
目
の
作
物
が
栽
培
さ

れ
て
い
て
、
小
面
積
の
経
営
体
が
中

心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域

で
は
、
ほ
場
整
備
に
よ
り
集
落
営
農

や
担
い
手
育
成
が
推
進
さ
れ
、
米
・

茶
を
基
幹
作
物
と
し
て
作
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
制

度
を
担
う
農
業
者
の
公
的
代
表
と
し

て
、
農
地
の
利
用
調
整
を
中
心
に
地

域
農
業
の
振
興
を
図
り
、
奈
良
市
第

４
次
総
合
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
、
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
づ
く
り

の
推
進
に
向
け
取
り
組
む
と
共
に
、

活
動
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
委
員
会

だ
よ
り
等
を
活
用
し
、
新
た
な
農
地

制
度
の
啓
発
に
努
め
、
制
度
の
適
正

な
運
用
を
図
り
、
公
平
・
公
正
な
審

議
、
定
期
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
実
施
し
、
地
域
の
貴
重
な
資
源
で

あ
る
農
地
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
と
し
て
、

平
成
24
年
度
か
ら
「
遊
休
農
地
解
消

モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
、
農
地
の

大
切
さ
や
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
農
地
利
用
状
況
調
査
の
結
果
か

ら
遊
休
農
地
を
選
定
し
モ
デ
ル
ほ
場

を
設
定
し
、
農
業
委
員
自
ら
が
肥
培

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市

民
に
農
業
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
農
地
の
有
効
利

用
に
結
び
付
け
て
、
遊
休
農
地
の
解

消
に
向
け
た
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の

代
弁
者
と
し
て
、
農
業
相
談
会
や
意

向
調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
意
向
・

要
望
を
政
策
提
案
や
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

づ
く
り
な
ど
に
生
か
す
た
め
、
行
政

へ
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
、

意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

"農“
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

●
農
地
法
の
解
説
（
改
訂
２
版
）

　

法
律
の
条
文
ご
と
に
政
令
、
省
令
、
事

務
処
理
基
準
、
運
用
通
知
、
事
務
処
理
要

領
等
の
通
知
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
通
達

や
照
会
へ
の
回
答
、
判
例
等
も
引
用
し
た

農
地
法
の
解
説
書
で
す
。
平
成
27
年
の
農

地
制
度
改
正
、
農
業
生
産
法
人
の
農
地
所

有
適
格
法
人
へ
の
名
称
変
更
と
要
件
緩

和
、
４
ｈ
ａ
超
の
農
地
転
用
の
権
限
移
譲

等
に
対
応
し
ま
し
た
。

･････････････････････

３
，
１
５
０
円

●
改
訂
３
版　

新
・
よ
く
わ
か
る
農
地

の
法
律
手
続
き
―
関
係
判
例
付
―

　

農
地
の
法
律
手
続
き
の
う
ち
頻
度
の
高
い

農
地
の
売
買
、
貸
借
、
農
地
以
外
へ
の
転

用
、
市
民
農
園
の
開
設
等
に
つ
い
て
、
「
こ

れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
」
こ
と
を
、
手

続
き
の
流
れ
図
、
申
請
書
の
記
載
例
、
判
例

等
を
交
え
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

･･････････････････････

２
，
１
０
０
円

●
平
成
28
年
版　

青
色
申
告
か
ら
経
営

改
善
に
つ
な
ぐ
勘
定
科
目
別
農
業
簿

記
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

企
業
会
計
に
即
し
て
記
帳
す
る
場
合
の
ポ

イ
ン
ト
を
勘
定
科
目
ご
と
に
整
理
し
て
お

り
、
「
わ
か
ら
な
い
と
き
」
や
「
困
っ
た
と

き
」
に
必
要
な
部
分
が
参
照
し
や
す
く
、
農

業
簿
記
の
辞
典
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
執

筆
者
は
税
理
士
の
森
剛
一
氏
で
す
。

･････････････････････

２
，
１
０
０
円
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